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群  外国語科目群 分野(分類)    使用言語  日本語及び中国語 

旧群  C群 週コマ数  1コマ 

対象学生  全学向 配当学年  ２回生以上 

単位数  2単位 

  開講年度・
  開講期   2024・前期 曜時限  金1 

授業形態  演習（外国語）（対面授業科目） 

 

 [授業の概要・目的]
　本授業は、中国語の初級を終えた学生を対象としたものである。現代中国の文化・社会状況をユ
ニークな角度から切り取った６つの場面が設定され、現代中国に暮らす人々の日常風景をかいま見
たり、日本とは異なる生活習慣に触れたりすることにより、中国への関心と理解を深める。この授
業は、中国語の能力をいっそう高めるとともに、中国社会をより深く理解することを目的としてい
る。この授業では第１課から第６課まで学習する。

 [到達目標]
　本授業は、聞く、話す、読む、書くという４つの基礎能力からなる、やや高度な中国語運用能力
を身につけることをめざす。とりわけ、会話に関わる、聞く及び話す能力の向上に重点を置く。し
たがって、やや高度な文法事項を駆使して話すことができるようになること、またやや高度な文法
事項を含む文を聞き取ることができるようになることがこの授業の目標である。

 [授業計画と内容]
　以下のような課題について、１課あたり２回の授業をする予定である。 

第 1回　　 オリエンテーション（授業の進め方、成績評価、注意事項など） 
第 2～ 3回 第1課 入学
第 4～ 5回 第2課　祝日手当
第 6～ 7回 第3課 お母さん 
第 8回　　 中間まとめ（テスト） 
第 9～10回 第4課　前払い
第11～12回 第5課　贈り物 
第13～14回 第6課 　地方出身者 

　なお、理解度に応じて進度を変更する場合がある。

 [履修要件]
「全学共通科目履修の手引き」を参照してください。

 [成績評価の方法・観点]
成績評価は、授業態度、中間まとめ（テスト）、学期末試験による。詳細は授業で説明する 
  なお、この授業は聞く、話すを重視するため、毎回の授業への出席を前提とする。

 [教科書]
杉野元子・黄漢青 『大学生のための現代中国１２話・Ⅲ』（白帝社）ISBN:978-4-86398-111-9
  中日辞書を用意しておくこと。

 [授業外学修（予習・復習）等]
　授業の前にはあらかじめ予習しておく必要があるとともに、授業終了後には教科書についている
CD-ROMを用いて復習することを求める。具体的な内容については授業時に指示する。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


